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生産システム科学科

木村 春彦 教授
研究分野／情報科学、人工知能

ま
す
ま
す
広
が
る
人
工
知
能
の
世
界

　人
工
知
能
と
い
う
と
、「
Ａ
Ｉ
」と
い
う
言
葉
が
最
近
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
言
葉
を
発
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
想
像
す
る
人
も
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
定
義
が
曖
昧
で
、
端
的
に
言
う
と「
知
的
な
シ
ス
テ

ム
」と
い
う
説
明
に
な
り
ま
す
。
従
来
の
単
純
な
制
御
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
よ
う

な
動
き
を
す
る
も
の
で
も「
知
的
」と
判
断
さ
れ
、「
人
工
知
能
」と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　人
工
知
能
は
あ
く
ま
で
も「
手
段
」で
す
。
社
会
や
日
々
の
暮
ら
し
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
人
工
知
能
を
い
か
に
利
活
用
す
る
か
が
大
切
で
、
こ
れ
ま

で
、
福
祉
や
経
営
、
環
境
、
文
学
な
ど
、
理
系
や
文
系
を
問
わ
ず
、
様
々
な
領
域

の
人
た
ち
と
知
的
な
機
械
や
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　今
後
も
更
に
、
私
た
ち
人
間
が
行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど
が
、
人
工
知
能
に
代

替
さ
れ
る
世
界
に
な
っ
て
い
き
、
オ
フ
ィ
ス
や
一
般
家
庭
に
も
ど
ん
ど
ん
入
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
現
在
の
人
工
知
能
は「
学
習
」は
で
き
て
も
、
進

化
や
教
わ
っ
た
こ
と
を
超
え
る「
発
想
」は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間

の
想
像
力
や
感
受
性
と
い
っ
た
も
の
が
一
段
と
大
事
に
な
る
た
め
、
学
生
に
は

図
書
館
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
読
む
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
便
利
な

世
界
に
な
れ
ば
こ
そ
、
頭
と
体
を
鍛
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　私
は
神
奈
川
県
川
崎
市
出
身
で
す
が
、
28
歳
の
時
に
教
鞭
を
と
っ
て
か
ら
、

ず
っ
と
金
沢
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
石
川
県
は
、
自
然
が
多
く
、
そ
し
て
食
べ

物
が
お
い
し
い
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
ね
。

進
化
す
る
高
性
能
ス
ポ
ー
ツ
マ
シ
ン

　現
代
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
用
具
や
設
備
が
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
高
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
高
性
能

化
・
高
機
能
化
を
研
究
す
る
新
し
い
分
野
が「
ス
ポ
ー
ツ
工
学
」で
す
。
分
か
り

や
す
く
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
人
間
が
機
械
に
合
わ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
人
間

に
合
わ
せ
た
高
性
能
の
機
械
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　野
球
用
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
見
た

こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
野
球
ボ
ー
ル
に
は
縫
い
目
が
あ

り
、
マ
シ
ン
で
投
げ
ら
れ
る
球
種
や
球
速
に
は
限
り
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
開

発
し
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、
最
高
球
速
1
6
0
km
／
ｈ
、
直
球
は
も
ち
ろ

ん
、
カ
ー
ブ
や
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
、
ジ
ャ
イ
ロ
ボ
ー
ル
な
ど
全
て
の
球

種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
希
望
す
る
コ
ー
ス
に
ボ

ー
ル
2
個
未
満
の
高
精
度
で
投
げ
分
け
が
で
き
ま
す
。

　こ
れ
ほ
ど
高
性
能
な
機
械
を
作
る
に
は
、
機
械
全
体
で
0
・
01
ミ
リ
、
1
部

品
当
た
り
で
は
1
ミ
ク
ロ
ン（
1
0
0
0
分
の
1
ミ
リ
）の
精
度
が
必
要
で
す
。

精
度
を
高
め
て
い
く
作
業
は
大
変
で
す
が
、
そ
こ
が
も
の
づ
く
り
の
魅
力
で
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　小
さ
い
頃
か
ら
、
機
械
の
組
み
立
て
や
分
解
が
好
き
で
し
た
。
ま
た
、
中
学
・

高
校
と
野
球
を
や
っ
て
い
た
経
験
も
今
の
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
野
球
用
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル
発
射
マ

シ
ン
に
続
き
、
現
在
は
卓
球
用
マ
シ
ン
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

生産システム科学科

酒井 忍 教授
研究分野／機械設計、スポーツ工学

　公立小松大学には、様々な専門分野の
教員が在籍しています。どのような研究
をしているのか紹介します。
問い合わせ　公立小松大学　☎23・6600

開け！研究室のとびら
公立小松大学公立小松大学

生産システム科学科編

皆さんのまちへ市の職員が出向き、市の施策や暮らしに役立つ情報を分かりやすく説明します。

■対象　町内会やNPOなど、市内の各種団体または市民
を含む任意のグループ（おおむね10人以上）。
■開催日時　講師の派遣は9時から21時までの間で選ん
でください。時間は1時間程度です。
■開催場所　市内に限ります。会場は申込者が準備して
ください。
■申込方法　希望日の2週間前までに、申込書を広報秘
書課へ提出してください。
■料金　講師派遣料は無料です。
■そのほか　受付後、各講座担当課から連絡します（日
程を調整させていただく場合があります）。この講座は、
個別に要望や苦情をお聞きする場ではありませんので、
ご了承ください。

申し込み・問い合わせ　広報秘書課　☎24・8016

市政情報講座
約100テーマを用意しています。
講座メニュー（一例）
●こまつの歴史講座
●もっと知ろうよ緩和ケア
●ご当地グルメ小松うどんについて
●誰でもわかる認知症予防
●高齢者向け防火講座
●町家・古民家を活かしたまちづくり　など

詳しくは
市ホームページを
ご覧ください。

今回のテーマ「ハッピーアニバーサリー」
　誕生日や入学式、還暦のお祝い、初めて○○した日など、いつまでも心に残る楽しい記念日。
そんな特別な日のハッピーな笑顔を収めたすてきな写真をお待ちしています。

第8回 こまつ笑顔
フォトコンテスト作品募集

■応募資格　市内に在住、在学、勤務する人
■応募方法　応募票を添付し、下記の応募先へ郵送、持参またはEメール
でご応募ください。応募票は市ホームページからダウンロードできます。
■応募点数　1人3点まで。画像データまたはカラープリント。被写体（本
人または保護者）の承諾を得てください。
■そのほか　画像データはJPEG形式。カラープリントは四つ切り（ワイ
ド可）サイズとします。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
■応募締切　9月28日（金）当日消印有効
■応募先　〒923-8650　小馬出町91番地
広報秘書課「こまつ笑顔フォトコンテスト」係
　egao@city.komatsu.lg.jp　☎24・8016

一眼レフ・デジタルカ
メラ・スマートフォン
どれでもOKです。

ここが

　 聞き
たい！

あ
い
ま
い

NEW

NEW

NEW

き
ょ
う
べ
ん


